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う…… 言葉のそとで－－－－－ いつもみたいに…… まだ生きているなにかの細かなかけらが



















るように見えた…… そしてそのとき、やってきたのだ…… ものすごいなにかが…・い あ
んなふうにはもう二度と戻って来ないようなもの、あまりに激しい力の感覚だ、ったから、こ
れほど時聞が経った今でもまだ、弱まって、一部は消えてしまったもののそれが戻ってくる



































































































































































































































































qui n’est-ce jamais arriveJと反語的な強意によって聞い、また「待ち受けていること cequi 
vous attend」のように二人称複数の人称代名詞（《 on》の直接補語代名調）を用いている。分
身も「まるでそれを望んで、いるみたいに、求めているのはまさにそれだというように ondirait 




















































































































































「わたしは二年近くここにいてjesuis ici depuis pres de deux ansJと指呼詞を用いつつ、パリで
の生活が二年経過した時点を現在とし、「もうあの気違いじみた子どもじゃないjene suis plrn 
cet enfant fou」と述べる語り手は、かつての自分と一体化している。これに対して分身は「考
えてみれば」と回顧的に前置きしたうえで、「どんな言葉も決して当てはめなかったtunelui er 
































































対照的に、語り手は当時の「激しかった」瞬間が「一挙に他のすべてに勝って apris d’emblee 










































りなさい、もう悲冬わったわ・ • • • .J [1000, 26) 






























































































ぐって多岐にわたるご指導、ご助言を頂いた CatherineAncelot先生、 PatrickHannon~ 先生、
Dominique Palme先生、小野正嗣先生、関口涼子先生、高橋啓先生に、厚く御礼申し上げたい。
また貴重な機会と多大なるご支援を頂いた、 JornCambreleng学院長、 CarolineRoussel氏をは






プレイヤッド版（SARRAUTE,Nathalie，σuvres completes, edition publiee sous la direction de 
Jean-Yves Tadie. Paris. Gallimard, col.《 Bibliothequede la Pleiade ≫, 1996）からの引用は、該
当箇所のページ数のみを［］内に示す。なお、『子どものころ』からの引用については、続いてフオ
リオ版（SARRAUTE,Nathalie, Enfance, Paris, Gallimard, col.《 Folio≫, 1985）のページ数を併記
した。
1) 1980年代における私回帰の風潮として、他にもソレルスの『女たち.I(Femmes. Gallimard, 
1983）、デユラスの『愛人／ラマン.I(L '.Amant, Minuit, 1984）、ロブ＝グリエの『戻ってきた鏡J







3) LEJEUNE, Philippe, Le Pacte autobiographique, Paris. Seuil, col.《 Points》， 1990,p. 14. 
4) 『子どものころ』全体を多角的に分析した先行研究として、以下のものが挙げられる
一一GOSSELIN-NOAT,Monique, Enfance de Nathalie Sarraute, Paris. Gallimard, coll. 
《 Foliotheque≫, 1999 : SCHMUTZ, Marianne, 'Enfance”de Nathalie Sarraute comme 
autobiographie, Lyon, Aldrui, 1999.また分身の役割に関して、たとえばルジ、ユンヌは「検証
contrδle」、「傾聴 ecoute」、「協力 collaboration」の三役が交代することを指摘し（LEJEUNE,
Philippe，《 Parolesd’enfance ≫, Les B1引1Jlonsde soi. Paris, Seuil. 1998, p. 269-272）、ゴスラ
ンは心理療法士の姿や、知識豊かで抜け目ない読者あるいは反対に素朴な読者の姿などを分









る（BESSER.Gretchen R，《 Colloqueavec Nathalie Sarraute . 22 avril 1976κ The French 
rev1’ew. vol. L, n。2.decembre 1976. p. 284-285）。
6) サロートは 1979年の対談で「私には自伝を書くことはできません」（1933］と述べ、また
『子どものころ』の刊行後も「これは自伝ではありません。私の人生についての報告ではな
いのです」と繰り返している（FORRESTER,Viviane，《 Portraitde Nathalie》，LeMagazine 
literail’e, n° 196, juin 1983. p. 19）。








ことが指摘されている（ANGELINI,Eileen M., Strategies of “Writing the Self' in the French 
Modern Novel・ C'est Mo£ Je Crois, New York, E. Mellen, 2001. p. 28-29）。
9) SCHMUTZ, op. cit., p. 5. 
10）描かれる出来事について時間的な指標がある箇所の断章番号は以下の通り－1,25, 27, 28, 






11) FORRESTER. Joe. cit. 
12) GOSSELIN-NOAT, op. cit., p. 30.
13) 1989年7月にスリジー＝ラ＝サールで催されたコロ ックでの、 AS.ニューマンの見解によ
る（ALAZET,Bernard， 《 NathalieSarraute a Cerisy-la-Salle ≫, Revue des sciences humaines, 
n° 217, premier trimestre 1990, p. 165）。
14) AKLI. Madalina, Conventional and 01なinalMetaphors in French Autobiography, New 





心臓の鼓動のように、誰にとっても同じものなのです」（BESSER.op. cit., p. 284）。
16）プレイヤッド版を参照［1707-1713]0同内容の雑誌掲載は以下の通り一一SARRAUTE, 
Nathalie.《 Legant retourne ≫, Cahiers Renaud Barrault, n° 89, octobre 1975, p. 70-79 ; 





























己維持を挙げている（RICαUR.Paul. Soi-meme comme un autre, Paris, Seuil. col.《Points















『外国文学研究』第3号，駒津大学文学部英米文学科， 1967, p. 94-95. 
23）熊野真規子「ナタリー・サロートのデイアロジスム dialogismeJ『文化紀要』第33巻第 l号，
































29）語り手が作家であることが示唆される箇所の断章香号は以下の通り一一1,20, 5, 59. 
30）注4）を参照。
31）形式上分身の現れない二十の断章番号は以下の通り一一5,10, 13, 14, 15, 19, 21, 23, 24, 26, 27, 












33) GOSSELIN-NOAT, op. cit., p. 35. 












36) RYKNER. Arnaud, Nathalie Sarraute. Paris. Seuil, 1991. p. 183. 
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